
当連結会計年度における日本経済は、新型コロ
ナウイルス感染症の拡大により経済活動が大き
く制限されております。政府の経済対策の効果も
あり、個人消費については緩やかな回復基調に
戻っていたものの、年末からは感染者が拡大傾向
にあり、依然として感染拡大の収束時期の見通し
が立たず、先行き不透明な状況が続いておりま
す。また、世界各国においても、感染拡大を抑制
するために厳格なロックダウンが実施され、経済
活動は大きく制限を受けました。一方、大規模な
財政支援策などから先進国経済は、回復基調にあ
りましたが、冬場の感染再拡大に伴う活動制限の
強化を受けて、回復の足取りはやや停滞しており
ます。当社グループにおきましても、相対的に中
国は堅調でしたが、他の市場においては新型コロ
ナウイルス感染拡大による景気低迷の影響を受

第93期の概況について おります。さらに大阪府や東京都などに３度目の
緊急事態宣言が発出され、再び消費活動の自粛が
強まっている状況です。海外においては、ワクチ
ンの普及を背景に景気回復への期待が高まって
おりますが、依然として先行きが不透明な状況が
続いております。この様な状況のなか、当社グ
ループは、従業員の健康と安全の維持、工場の安
定稼働、サプライチェーンの確保、債権の保全、
経費の削減等、事業への影響を最小限に抑える施
策を実施すると共に、手元流動性と財務安定性を
確保することに注力します。またESG経営を推
進し、今まで培ってきた植物性油脂と植物性たん
白の技術と知見を最大限に活かし、乳化、発酵、
分別などの加工技術を取り入れ、大豆だけではな
い植物性たん白を主原料とした、持続可能な「次
世代の食」事業を育成してまいります。通期の業
績予想値は、裏面のとおり見込んでおります。

けております。
当連結会計年度は、中期経営計画「Towards a 

Further Leap 2020」（2017-2020）の最終年
度にあたります。当中期経営計画期間内におい
て、コアコンピタンスへの資源投入やノンコア事
業の売却等、選択と集中は大きく進みましたが、
新型コロナウイルス感染症の感染拡大による国
内・海外での景気低迷の影響もあり、当初計画し
ていた利益成長を達成することはできませんで
した。「コアコンピタンスの強化」の施策におい
て2019年 に 取 得 し たBlommer Chocolate 
Companyをはじめとしたグループ会社の収益
力の向上を図り、今後の景気回復局面での収益拡
大を達成できるよう努めてまいります。

以上の結果、当連結会計年度における経営成績
は、裏面のとおりとなりました。

わが国経済は、新型コロナウイルス感染症が再
拡大するなか、内需を中心に景気回復が一服して
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新型コロナウイルス被害者の方々に心よりお見舞い申しあげるとともに、
日夜懸命にこの新型コロナウイルスへ立ち向かう医療従事者をはじめとした
すべての方々に改めて感謝申しあげます。また、株主の皆様には平素より格
別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。

世界中で新型コロナウイルス感染の拡大が収まらないなか、ステークホル
ダーの皆様の安全と健康を確保することを最優先に、この4月より酒井が代
表取締役社長に就任し、安全・安心な製品の安定供給を通じて広く世界中に
おいしさと健康をお届けすべく、事業活動に努めております。

株主の皆様におかれましては、引き続きご支援を賜りますよう、よろしく
お願い申しあげます。
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特別顧問

　売上高は、国内市場では、外出自
粛により家庭用菓子関連の販売が
増加しましたが、外食市場向けの
販売の減少により、微減となりま
した。海外市場では、米州及び中国
を除くその他のエリアでは新型コ
ロナウイルス感染症拡大の影響に
よる市場の停滞があったものの、
米州において原料相場上昇が寄与
し増収となりました。利益面は、欧
州における販売の低迷や米州にお
いて相場上昇による原料コスト増
加で収益性が低下したこと等によ
り、減益となりました。

　売上高は、国内市場では、訪日外
国人旅行者の大幅な減少に伴いイ
ンバウンド需要が急速に減少し、減
収となりました。海外市場では、中
国において家庭菓子用チョコレー
トの販売拡大があったものの、円高
影響に伴う為替換算や米国のロッ
クダウンによる市場の冷え込みの
影響により、減収となりました。利
益面では、全地域において新型コロ
ナウイルス感染症拡大の影響によ
る需要減退で減益となったものの、
Blommer Chocolate Company
における前連結会計年度末の先物
評価損の振り戻し（戻入）により、増
益となりました。

　売上高は、国内市場では、外食市
場向けクリームやパン用マーガリ
ンの販売減少、国内連結子会社の
連結除外に伴う売上高減少の影響
があり、減収となりました。海外市
場では、中国において付加価値の
高いマーガリンの販売が増えたこ
とによる増収がありましたが、ア
ジアにおいて菓子原料となる粉乳
調製品等の販売が減少し、減収と
なりました。利益面では、中国では
増益となったものの、日本とアジ
アでの販売の減少により、減益と
なりました。

　売上高は、国内市場では千葉工
場で新工場が稼働開始した大豆た
ん白素材の販売が好調となりまし
たが、豆乳事業の事業整理に伴う
売上高の減少もあり、減収となり
ました。海外市場では、前連結会計
年度の中国のたん白食品子会社の
連結除外に伴う売上高減少の影響
があり、減収となりました。利益面
では、国内市場は機能剤の販売が
不調、海外市場は欧州における機
能剤事業の新規拠点建設に伴う経
費増加もあり、減益となりました。

植物性油脂事業 乳化・発酵素材事業業務⽤チョコレート事業 ⼤⾖加⼯素材事業

連結売上⾼構成⽐

27.0％ 44.5％ 19.1％ 9.4％

連結売上⾼構成⽐ 連結売上⾼構成⽐ 連結売上⾼構成⽐

変革を続け、持続可能な「次世代の食」を
育むグローバルカンパニーを目指す

代表取締役社長
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金融機関
24,724千株
（28.23%）

自己株式
1,494千株
（1.71%）

個人・その他
10,193千株
（11.64%）

証券会社
542千株
（0.62%）

外国法人等
11,669千株
（13.33%）

その他国内法人
38,946千株
（44.47%）

※千株未満切捨

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、
アンケートへのご協力をお願いいたします。

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。
　（株式会社 a2mediaについての詳細　https://www.a2media.co.jp）
※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に使用することはありません。

MAIL：info@e-kabunushi.com●アンケートのお問い合わせ 「e-株主リサーチ事務局」

下記URLにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

https://www.e-kabunushi. com
アクセスコード  2607

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（図書カード500円）を進呈させていただきます

株主の皆様の声を
お聞かせください

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

（1809）

空メールにより
URL自動返信

●アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから約2ヶ月間です。

1.対象となる株主様
毎年3月31日現在の当社株式100株以上ご所有の
株主様

2.優待品発送時期
毎年11月上旬頃

3.優待品保管期限

転居やご不在により、お受け取りいただけな
かった優待品は、1月末日まで当社で保管して
おります。再発送のご依頼は、お早めに下記当
社株主優待お問い合わせ窓口へお申し出くだ
さい。
なお、上記保管期限経過後の再発送はいたしか
ねますので、ご了承ください。

5.優待品内容
ご所有株式数に応じて、以下の優待品を毎年11月
上旬頃にお届けいたします。

ご所有株式数 優待品

100株以上 不二製油グループ製品詰合せ 1,500円相当

1,000株以上 不二製油グループ製品詰合せ 3,000円相当

5,000株以上 不二製油グループ製品詰合せ 4,000円相当

4.お問い合わせ先
当社株主優待お問い合わせ窓口

フリーダイヤル 0120-651-563
受付時間 10:00〜17:00（土曜・日曜・祝祭日を除く）

株主優待

内容例：4,000円相当（2020年11月発送実績）

所有者別株式分布状況（2021年3月31日現在）

下記当社ウェブサイトをご覧ください。
https://www.fujioilholdings.com/ir/stock/

株式に関するご案内

代 表 取 締 役 社 長
取 締 役 上 席 執 行 役 員
取 締 役 上 席 執 行 役 員
取 締 役 上 席 執 行 役 員
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役
社 外 監 査 役
社 外 監 査 役

酒 井 幹 夫
松 本 智 樹
門 田 隆 司
髙 杉 　 豪
上 野 祐 子
西 　 秀 訓
梅 原 俊 志
宮 本 秀 一
澁 谷 　 信
⻆ 谷 武 彦
魚 住 隆 太
池 田 裕 彦

役員（2021年6月23日現在）

設 立
資 本 金
全 グ ル ー プ 従 業 員 数
不二製油グループ本社従業員数

1950年（昭和25年）10月
13,208百万円
5,679名
151名

会社概要（2021年3月31日現在）

Corporate Profile & Stock Information 会社&株式情報

Consolidated Financial Highlights 連結財務ハイライト
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ROAROE営業利益率営業利益

売上高（百万円） 営業利益 （百万円）
営業利益率 （％）

経常利益（百万円） 親会社株主に帰属する
当期純利益（百万円）

ROE（%）自己資本当期純利益率
ROA（%）総資産経常利益率

1株当たり年間配当金（円）
年間配当性向（%）

配当性向1株当たり配当金
＊変則決算影響額 ＊変則決算影響額 ＊変則決算影響額

＊変則決算影響額

業務用チョコレート事業植物性油脂事業 大豆加工素材事業乳化・発酵素材事業
（百万円） 売上高　　 営業利益 *変則決算影響額 （百万円） 売上高　　 営業利益 *変則決算影響額（百万円） 売上高　　 営業利益 *変則決算影響額 （百万円） 売上高　　 営業利益 *変則決算影響額

（注） 第92期は、在外連結子会社19社の決算期変更をしたことに伴い、当該連結子会社は2019年1月1日から2020年3月31日までの15ヵ月を連結した変則決算となっております。 
また、前ページのセグメント別の概況は変則決算の影響を除いた業績になります。


